


す
る
リ
ス
ク
が
高
い
(
1.
9
6
倍）

と
い
う
結
果
も
み
ら
れ
た
の
で
す 。

精
子
の
数、

正
常
率
が
低
下

高
い
不
妊
の
リ
ス
ク

精
子
損
傷
に
関
す
る
研
究
で 、
男

性
生
殖
器
系
病
理
の
世
界
的
権
威

ア
ガ
ー

ワ
ル
教
授
ら
の
2
0
0
 6

年
の
報
告
で
は 、
図
の
よ
う
に 、

精

子
数 、

運
動
割
合 、
正
常
な
形
の
割

合
の
い
ず
れ
も 、
使
用
時
間
が
長
い

人
ほ
ど
低
下
し
ま
し
た 。

携帯電話の使用時間が長いほど
精子の散と運動割合、正常割合が減少
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と
く
に 、
1
日
2
時
間
以
上
使
用

す
る
人
の
精
子
の
正
常
割
合
が
21

S
18
％
し
か
な
く 、

こ
れ
で
は
不

妊
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す 。

ま
た 、
08
年
の
論
文
で
は 、

男
性

32
人
の
精
液
を
そ
れ
ぞ
れ
同
一
人

物
の
も
の
を
2
グ
ル
ー

プ
に
分
け 、

―
つ
は
そ
の
ま
ま 、

も
う
―
つ
を

携
帯
電
話
の
近
く
に
置
き（
ズ
ボ
ン

の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
場
合
と
同

じ
2.
5

cm

の
距
離） 、
通
話
モ
ー
ド

で
1

時
間
電
波
を
あ
て
た
結
果 、
先

の
結
果
と
同
様
に
精
子
の
運
動
性

の
低
下
が
示
さ
れ
ま
し
た 。

加
え
て 、

さ
ま
ざ
ま
な
疾
病
の

誘
因
と
な
る
フ
リ
ー

ラ
ジ
カ
ル
が 、

通
話
の
電
波
を
当
て
た
精
液
で
は

85
％
も
増
加
し
て
い
る 、

と
記
し

て
い
ま
す 。

ィ
ス
マ
ホ
老
眼社
が
増
加

依
存
症
も
大
き
な
社
会
問
題

電
磁
波
ば
く
露
の
ほ
か
に 、
液
晶

の
光
を
夜
間
に
見
続
け
る
こ
と
に

よ
る
睡
眠
障
害 、
L
E
D
の
光
で
は

ブ
ル
ー

ラ
イ
ト

成
分
が
多
い
こ
と

か
ら
く
る
網
膜
の
損
傷 、

そ
し
て

細
か
い
字
の
画
面
を
見
続
け
る
こ

と
で 、
若
者
の
間
で
も
急
増
し
て
い

る
「

ス
マ
ホ
老
眼」
と
い
っ
た
問
題

が
あ
り
ま
す 。

そ
し
て
何
よ
り
も
問
題
な
の
は 、

片
時
も
携
帯
・

ス
マ
ホ
を
手
放
せ

な
い
依
存
症
傾
向
の
若
者
が
圧
倒

的
に
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す 。

日
本
人
の
ほ
ぼ
全
員
が
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
携
帯
・

ス
マ
ホ
は 、

七つの自衛策。スマホ

け
っ
し
て
リ
ス
ク
の
な
い
も
の
で

は
な
い
こ
と
が
次
第
に
明
ら
か
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す 。

こ
の
技
術

へ
の
な
ん
ら
か
の
規
制
や 、

適
正

な
使
い
方
の
ル
—

ル
を
社
会
全
体

で
早
急
に
設
け
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す 。

政
府
や
携
帯
電
話
業
者
が
ま
っ

た
く
動
こ
う
と
し
な
い
な
か 、

さ

し
あ
た
っ
て
は
自
衛
の
た
め
に 、
表

の
よ
う
な
7
点
を
守
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す 。

被ばく軽減のヒント
O写真を見るだけといった通信・通話が

必要ない場合は、「機内モード」にする。
O送信· 着信の瞬間が一 番電磁波が強くなるの

で、相手が電話に出るまでは、耳から遠ざけて
おく。 （編集委員会）

①通話をできるだけ控え、メ ールを主にする
②やむを得す通話するときは、 通話用のイヤ

ホンマイクを使う
③ SAR値の低い機種を選ぶ
④電波の通りの悪いところでは通話をしない

（通りにくさに応じて出力が上がるため）
⑤寝床に持ち込ます、枕元に置かない
⑥ポケットに入れるなど肌身に触れそうな状

態で持ち歩かない
⑦依存症への予防として、 月に1日は完全に

電源をOFFにして過こす

14 食べもの通信● 2016.05

＊インタ ーフォン研究：世界保健機関(WHO)の付属機関である国際
がん研究機関(I ARC)が中心となって、 日本を含む13カ国が協力。
脳腫瘍と携帯電話使用の関係を見る国際共同症例対照疫学研究。


